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 3．2 生命科学分野でのその他の展開 
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図１ 刺激応答型主鎖切断システムを用いたペプチド・タンパク質機能の解明 
 
 
図２ Ａ）刺激応答型アミノ酸の設計概念．Ｂ）トリメチルロック．Ｃ）著者らの開発した刺激応答型アミノ
酸（Nu：求核性官能基；PG：刺激により除去可能な保護基） 
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図３ 刺激応答型アミノ酸の合成とペプチドへの導入 
 
 
図４ 紫外線応答能の検証 
 
 
図５ これまでに開発した刺激応答型アミノ酸 
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図６ ペプチド機能のON→ON制御法 
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図７ Ａ）環境の可視化．Ｂ）チオール応答型DNA放出システム．Ｃ）ケージドセラミド．Ｄ）酵素活性の
“ON→OFF→ON”制御 
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図８ トレーサブルリンカーを用いた標的タンパク質の精製・ラベル化 
